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響を行動解析（放射熱刺激，von Frey フィラメント，guarding pain scale）によって検討した．群間
の統計学的解析は t-検定および two-way ANOVA により行い，p<0.05を有意水準とした．後根神経
節(dorsal root ganglion: DRG)において免疫組織化学法では p-mTOR は一次知覚神経の細胞体に発現
が認められた．p-mTOR陽性神経細胞数は足底切開後二日目から四日目で有意に増加した．一方、
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